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21 世紀
21st century

20 世紀
20th century
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人間や環境に負担をかける

発展不能で複雑なシステム
Complex and dead-end systems that

put a strain on people and the environment

持続発展性
Sustainability

頑強性
Robustness

複雑なシステムを

少ないエネルギーで制御
Control complex systems

using less energy

イノベーションの
方向を変える

Change the direction
of innovation

柔軟性
Flexibility

ヒューマンウェアがイノベーションの⽅向を変える

Humanware

新たな視点でイノベーションの⽅向性
を転換し、絶えず変化する社会環境を
⽀えるために、複雑でありながらも、
柔軟性、頑強性、持続発展性を有する
システムを構築できる博⼠⼈材
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情報
ダイナミクス

Information dynamics

生体
ダイナミクス
Biological dynamics

認知
ダイナミクス
Cognitive dynamics

３つのダイナミクスと３つの研究科の融合

Humanware

変化する環境に適応し、進化してきた⽣物の「⽣体ダイナミクス」
⼈間や環境に調和した情報社会を構築するための「情報ダイナミクス」
情報を受け取って理解し、新たな情報を⽣み出す⼈間の⾼次脳機能としての「認知ダイナミクス」

３つのダイナミクスの包括的な理解と融合

専⾨分野A

専⾨分野Ｂ専⾨分野Ｂ 専⾨分野C

認知・脳

ネットワーキング型博⼠（双⽅向）

他の領域の専⾨知識を獲得して⾃⾝
の領域にフィードバックする双⽅向
性を備えたネットワーキング型博⼠

主とする専⾨領域を基
盤として、その専⾨性
を別の領域でも活かし
ながら、別領域との関
連づけができる博⼠

境界領域型博⼠(⼀⽅向)

専
⾨
分
野
Ｂ

専
⾨
分
野
Ａ

従来の博⼠⼈材

専⾨分野A

専⾨型博⼠

境界の決まった
専⾨分野における博⼠
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5年間のカリキュラムを通した徹底した融合

学
位
審
査

(

博
士
論
文

)
D
egree exam

ination  (doctoral thesis)

学生アドバイザリ委員会  Student Advisory Committee

メ ン タ ー 制 度   Mentor system

基礎力養成
Development of basic skills

実践力養成
Development of practical skills

国
際
社
会
へ
の

実
践
・
経
験

Practice and experience
to the international com

m
unity

融
合
領
域
の

教
育
・
研
究

 Interdisciplinary
 education and research

GPI(Global Principal Investigator)

ス
キ
ル
審
査

skill exam
ination

PI 融合領域プロジェクト研究
PI interdisciplinary project studies

Prelim
inary Qualifying Exam

ination (Pre-QE)

Research-QE (R-QE)

所  属  専  攻  の  教  育  研  究 Education in and research on the major subject

学外の国際的研究機関での研究
Research in international research institutes outside the university

海外インターンシップ
Overseas Internship

企業・研究機関インターンシップ
Internship at company or research institute

共同研究または
サーベイ

Collaborative research
or survey

研究キャラバン  Research caravan
サマーキャンプ  Summer camp

HW 英語クラス   HW English Class

三
研
究
科
へ
の
入
試
合
格
者
か
ら
選
抜

Selection of participants from among students admitted to designated graduate school departments

(

産
・
官
・
学
の
中
核
的
博
士
人
材

)
Networking doctor ( Doctoral expert that plays a central role in industry, academia and government)

るすと源語を想思の子荘す示を合融のと他自：同齊
             A word derived from the philosophy of Chuang-tzu
             that means “ oneself and others fuse into one”

セミナー合宿
HW seminar Camp

企業インタビュー
Company interviews

ライティング講義
Writing lectures

特別講師による
セミナー

Guest lecturer seminars

融合領域基礎講義
Foundation lectures in
interdisciplinary research

アウトリーチ
講義・演習

Outreach lectures
and exercises

イノベーション
実践演習

Outeach lectures
and exercises

融合領域
プロジェクト研究
Interdisciplinary
project studies

斉同熟議  Seido Jyukugi
(integrated deliberation)

研究室ローテーション
Lab rotation
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履修⽣による融合研究プロジェクト
メダカ（Oryzias latipes）の⾊覚メカニズムの解明

エイの形態学的特徴の模倣による
操作性の⾼いRajiform推進型⽔中移動機構の実現

融合研究ディスカッションを通して⽣まれた
履修⽣企画・主導による融合研究プロジェクト

企画申請書を提出し、選考委員会で選考される
最⼤100万円の研究費助成のもとで融合研究を推進

プログラム紹介ビデオより
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履修⽣主体のアクティビティ

サマーキャンプ2013 （平成25年9⽉29,30⽇）
発案･企画から運営まで全てを履修⽣が主導

• 特任教員による融合研究講義
• 2⽇間の融合研究発案ディスカッション

⽣命合宿＆ディベート（平成25,26年7⽉〜8⽉）
学⽣主催若⼿合宿研究交流会（⽣命機能研究科主催）
に参画・参加し、⼤学院⽣・ポスドク（アジア・ヨー
ロッパ・北⽶・南⽶から招聘）と討論会

履修⽣が全てまたは⼀部の企画、運営に携わる様々な機会を通じた⼈材育成
履修⽣が⾃由にチャレンジする環境を提供（資⾦と⼈、ノウハウのサポート）

マナー講座
（平成26年3⽉）

アウトリーチ活動
（平成26年9⽉）

出張・⻄岡塾（平成26年5⽉）
イノベーション研究所代表
取締役社⻑、⻄岡塾塾⻑
⻄岡郁夫⽒による特別セミナー
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産業界・外部機関との連携

価値創造ライティング集中講義（平成25,26年8⽉〜9⽉）
メーカーやIT系ベンチャーなど、職種、規模の異なる企業を訪問、
インタビューを実施し、専⾨外の⼈に向けた記事を執筆、発表

ヒューマンウェア領域コア科⽬
「ヒューマンウェアイノベーション創出論」

メーカ、新聞社、博物館、銀⾏、法律家などによる、融合領域
におけるイノベーション、研究・開発の戦略、プロジェクトの
企画・⽴案などに関するセミナー

MSRA主席研究員辻井潤⼀⽒特別講演（平成25年7⽉）
アマゾン本社橋本幸司⽒特別セミナー（平成25年9⽉）

英国マンチェスター⼤学訪問（平成26年2⽉）
プログラム紹介、学⽣ワークショップ

インターンシップにとどまらない
国内外の企業・教育・研究機関との連携による

ネットワーク型博⼠⼈材の育成
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プログラムをより知るために

⼤阪⼤学未来戦略シンポジウム
「ヒューマンウェアで描く未来〜リーダー育成への布⽯〜」

11⽉21⽇(⾦)13:00 千⾥阪急ホテル

履修⽣と産業界・教員がディスカッションする公開討論企画
テーマ１「イノベーションの⽅向を考える」
テーマ２「博⼠⼈材が描く未来」
テーマ３「博⼠⼈材を活かす環境づくり」

選抜説明会
12⽉15⽇(⽉) 吹⽥、豊中同時開催
1⽉13⽇(⽕) 吹⽥のみ

Webページ（近⽇刷新予定）
http://www.humanware.osaka-u.ac.jp


